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要  旨

写真 -2　フロー試験後の写真

1）技術研究所　土木技術開発部
2）（株）トクヤマ　セメント開発グループ

図 -4　圧縮試験結果（シリーズⅠ）

表 -2　標準配合

写真 -4　促進中性化試験結果

常温硬化性能を有した低炭素型高強度繊維補強モルタルの検討

Low-Carbon Type High-Strength Fiber-Reinforced Mortar with Room-Temperature 
Curing Performance

水野 剣一 1), 正木 徹 1), 谷口 修 1), 茶林 敬司 2)

Kenichi Mizuno 1), Toru Masaki 1), Osamu Taniguchi 1) and Takashi Chabayashi 2)

　近年、床版取替工事などでプレキャスト同士を接合する間
詰材として常温硬化による超高強度繊維補強コンクリートや
高強度繊維補強モルタルが使用され始めている。しかしなが
ら、超高強度の場合には自己収縮が大きいことや特殊ミキサ
を使用しなければならないなどの課題があるため、それより
も強度が低い100N/mm2クラスの高強度繊維補強モルタル
がより汎用的であると考えられる。高強度繊維補強モルタル
では、セメントの一部を高炉スラグ微粉末に置換する検討は

されているものの、高炉セメントC種相当に置換し配合検討
したデータは少ない。そこで本検討では、セメントを高炉スラ
グ微粉末で高炉セメントC種相当に置換した低炭素型でかつ
常温硬化性能を有した圧縮強度100N/mm2クラスの高強度
繊維補強モルタルの各種性状、硬化物性および耐久性を評
価した。その結果、5℃環境ではやや凝結遅延が発生したも
のの20℃環境や35℃環境では常温硬化が可能であり、凍結
融解、中性化に対する抵抗性は非常に高いことを確認した。

＊コンクリート工学年次論文集 , Vol.44, No.1, 2022,
日本コンクリート工学会 , pp.934-939 掲載
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図 -7　破砕後の人工石材（左：天然石材，右：人工石材）
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1）技術研究所　土木技術開発部
2）北海道大学大学院　公共政策学連携研究部

＊土木学会論文集 B3( 海洋開発 ), Vol.78, No.2, 2022,
土木学会 , pp.I_547-I_552 掲載

浚渫粘土を母材料とする人工石材を裏込材として用いた重力式護岸
の遠心模型実験

Centrifugal Model Tests of Gravity Revetment Using Artificial Rock Made of 
Dredged Clay as Backfill Material

江守 辰哉 1), 上野 一彦 1), 渡部 要一 2)

Tatsuya Emori 1), Kazuhiko Ueno 1) and Yoichi Watabe 2)

図 -10　変形時の断面写真

　浚渫土砂処分場の容量が逼迫している一方で港湾工事
に使用される石材の供給量不足が懸念されており、浚渫土
の有効利用技術の1つとして、浚渫土を母材料とする人工
石材の製造技術の開発がされている。本論文では、浚渫
土に固化材と添加材を混合することで準硬石相当の強度を
有する人工石材の配合検討を実施し、高含水比の浚渫土
に対して、セメントと少量の生石灰を加えることで、準硬石
相当の人工石材が作成可能であることを示した。また、作
製した人工石材は軽量でありながら、天然石材と同程度の
せん断特性を有するため、護岸の裏込材として使用するこ
とで土圧低減効果が期待された。そこで、人工石材の護岸
裏込材としての利用を目的として遠心模型実験を実施し、
護岸の安定照査に従来法が適用可能であることを示した。
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